
    
   1・ 利用実績と行事計画報告等 
         9 月から 2 月  営業日数  150 日 
                 介護度   介護 1 ・・・5 人 
                       介護 2 ・・・2 人 
                       介護 3 ・・・9 人 
                       介護４ ・・・3 人 
                平均介護度・・・2・5 
                 年齢    70 代・・4 人 
                       80 代・・6 人 
                       90 代・・9 人 
                平均年齢 ・・・85.7 歳 
   ２・コロナの関係 
      利用者の方の変化  
   ３・緊急包括支援金の使いみちについて 
   ４・ その他 4 月からの午前中の運動プログラムについて 
          個別機能訓練について身体機能訓練はヘルパーが機能訓

練指導員のもと全身体操・ボール体操。ストレッチを進め 
          機能訓練士は、1 対 1 で生活機能向上を目的とした運動

（ケアマネより頂いた居宅サービス計画書に基き） 
          プログラムの実施を利用者の了解のもと 3 月後半から入

浴もながれの中に取り組み進めていく      
   
                 



     
１． 利用実績と行事計画報告等 

  
    9 月 提供日 26 日 利用者 235 人  一日平均利用人数 9.0 人 
      敬老週間を 1 週間もうけ昼食とおやつをいつもより豪華にした。 
      午後の個別のレクレーションの時間にマスクケースを作りマスク 
       とともにプレゼントをし使用していただくようお願いをした。 
      外出希望の方があったが中止をする。 
    
    10 月 提供日 27 日 利用者 250 人  一日平均利用人数 9.3 人 
      体力測定を兼ね外出もままならないためデイ回りの10分間歩行を  
       進める。体力低下も見られ 1 度歩行をすると次回から拒否がみ

られ 1 度の実施となる。午後の運動は疲れる様子あり 
 
    11 月 提供日 25 日 利用者 225 人 一日平均利用人数 9.0 人 
      5 分間歩行（障害物歩行）実施 
      防災訓練 スタッフ中心の訓練 通報．避難 誘導乗車 等 
      研修  介助声掛け・利用者の方への対応等について 
 
    12 月 提供日 24 日 利用者 203 人 一日平均利用人数 8.4 
                病院受診が重なったため 
      優遊会  三密の回避と感染予防等鑑みて中止 
      クリスマス週間として 昼食を外注選択メニューとし駄菓子屋さ

んごっこを展開し売り子さんと買い物する人と別れ 300 円で購

入する旨を伝え実施した。皆さん計算も早く予定よりスムーズ

に展開した。。買い物ごっこも楽しいと利用者から声が上がりま

た実施したいと要望が上がる             
 1 月提供日 24 日 利用者 203 人 一日平均利用人数 8.4 人 

     初詣の希望者なし  外出希望者なく家族より感染予防に配慮して 
     ほしいと連絡があり  
     2 月 提供日 24 日 利用者 214 人 一日平均利用人数 8,9 人 
      豆まき バレンタインおやつつくり 
      各利用者のアセスメント バールインデックス・必要な方に対し

長谷川式を実施し生活・運動面の課題の確認をした  
 
               



  
２・ コロナの影響で三密の回避・感染予防対策を進めていることもあり 
テレビのニュースに関心がみられコロナに対する意識がみられ三島や伊豆の国

市・函南でコロナ陽性者が出るとお互いに気をつけるから地区を発表してほし

いとの声や 順天堂病院受診をひかえたり家族に受診していただいたり配慮を

していただき感染予防の配慮を マスクや消毒等声掛けしあい意識されていた。 
又家族の方々もバイタルのチェックやマスク使用に対して積極的な対応や病院

受診の工夫をしてデイの方が感染しないよう配慮注意してくださる。 
 またその反面大きな声はダメ おしゃべり・歌もダメ等規制場面が、多いため 
元気がなくなり笑顔や会話の減少 体力・歩行力の低下等メンタル面や身体面

の低下がみられ運動・レクレーション・活動等の見直しを考慮する。 
対面・横の間隔を取りスタッフの見守りができる範囲内での運動・レクレーショ

ン・食事場面の配慮を進め㏘ 14：30～より座位での体操・レクレーションを進

め笑顔や覇気が少しずつみられるようになった。 
今後感染予防対策を進めながら利用者の方が楽しくデイを利用できるよう考え

ていきたい。 
２月に各利用者を対象に必要な検査を進め（長谷川式・利用満足度チェック）    
バールインデックスを参考にしながらケアマネージャーからの居宅サービス計

画表にのっとり身体機能及び生活機能向上に向けてプログラムを作成し 4 月よ

りスムーズに展開できるよう 3 月中旬よりシュミレーションを進める。 
身体運動・訓練士による 1 対 1 での生活機能向上運動・マッサージ・器具運動・

脳トレ 午後の個別課題レク等時間配分・入浴等 
 
外出等行事に対して体調やご本人家族の方との連絡を取りながら進め室内で楽

しくできる工夫をしながら利用者満足度をプラス方向にもっていきたい。 
 
３・ 国のコロナ感染症にかかわる緊急包括支援金をいただき 
 環境整備として  パーテーション・空気清浄機 
 衛生費として   アルコール消毒液（手指・室内・送迎用の車等） 
         非接触体温計や酸素濃度をはかるオキシメーターの購入 
        手袋 ペーパータオル不織布マスク自動種子消毒器等購入を 
        し環境面での整備を充実する方向で展開できました。今後も   
        感染予防に注意していく 
4・ その他  4 月からのとりくみ 
 
  



 
                      


